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クラウドサービスを利用する現場の課題
やリスクに寄り添った伴走型を基本と
する提供サービスのご紹介

2

はじめに

国内外でクラウドサービスの利活用が進んでおり、金融分野においても基幹系システムへのクラウドサービスの採用が進んでいます。
一方、クラウドサービスが高度化・多様化し、クラウドサービスの大規模障害による金融サービスの停止、情報漏洩等のセキュリティリスクが顕在化しており、クラウド
サービスの特性を踏まえた管理態勢を構築することの重要性が高まっています。
デロイト トーマツでは、金融機関はじめクラウドサービスの利活用を検討または現状で推進されている企業において、クラウドサービスを継続的に安全・安心して利活
用いただくため、クラウドガバナンスの構築およびクラウドに係るリスク管理態勢の構築を支援します。
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デロイト トーマツが行う伴走型を基本とするサービスメニュー例

クラウド利活用に係るリスク管理態勢の構築に向けて、デロイト トーマツでは、多数なサービスメニューを提供しています。
クラウド利活用を検討している会社・各部門の業務特性や利活用状況、管理態勢の成熟度等に応じて、伴走型でのサービスを基本としています。

クラウドサービス導入時における利用部門、審査部門の苦労、課題認識

クラウドサービスを新たに利用する場合は、システム構成や業務特性等を踏まえたクラウドサービスのリスク評価を行うことが重要です。また、現在利用中のクラウド
サービスの利用範囲の変更や取り扱うデータ種類の変更等が発生する場合も同様です。
現場の個々の判断でクラウドサービスの導入または利用継続が行われないよう、またクラウドサービスのリスク評価を適切に行うためには、クラウドサービスに係るリス
ク管理態勢を構築する必要があり、評価プロセスの整備、利用部門および審査部門等の体制確保、技術的知見を要するメンバーの配置等の対応が必要です。
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サービスメニューの具体例：メニュー① クラウド審査プロセスの実行支援サービス

クラウドサービスを利用する会社やその部門に対して、クラウド審査プロセスの実行支援サービスを提供しています。
クラウド審査においては、クラウドサービスの利用形態や取り扱うデータの種類、クラウドサービスで実現したい業務の重要度等によって、リスクレベルの高低
があり、そのリスクレベルを踏まえた管理態勢の構築、リスク評価を行うことが重要です。
特に、リスクレベルの高い、重要な業務においては、クラウド利用部門（1線）とクラウド審査部門（2線）の間で入念なリスク検討が行われることから、
場合によっては審査完了まで数か月かかることも珍しくありません。
また、そのリスク検討プロセスを円滑に推進するためには、クラウド管理規程やクラウドチェックリストの作成、審査項目の継続的なアップデート、業務実施
者への教育・トレーニング、ツール化など、留意すべきポイントが多くあります。
デロイト トーマツが伴走型で審査支援することにより、クラウド利用に係るリスク管理態勢の構築を支援するとともに、審査期間の短縮やクラウド利用を支
える自社態勢のアジリティを高めることが期待されます。

クラウドのリスク管理態勢の構築に係る成長アプローチ

デロイト トーマツでは、会社がクラウドサービスを継続的に安全・安心してご利用いただくため、クラウドサービスのリスク評価運営の安定稼働の実現
のため、クラウドリスクの管理態勢の構築のため等、現場に寄り添い、伴走型でクラウド利活用をご支援します。
そのうえで、管理運営の高度化、効率化の検討を推進していきます。
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